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序文
Informatica 例外管理ガイドを読むと、Informatica Analyst で例外を確認および更新する方法を確認できま
す。例外とは、無効データや重複データが含まれる可能性があり、人間による評価確認が必要なレコードのこ
とです。データセットの例外を検索するには、データに対してヒューマンタスクを含むワークフローを実行し
ます。レコードが正当な例外かどうかを確認し、データエラーを解決し、重複レコードを単一レコードに統合
するには、Informatica Analyst を使用します。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。
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Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network からグローバルサポートセンターに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network でオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスし、eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

例外管理の概要
この章では、以下の項目について説明します。
• 例外管理の概要, 8 ページ
• タスクのタイプ, 8 ページ
• タスクとワークフロー, 9 ページ
• 例外管理におけるロール, 10 ページ
• ［例外管理］ワークスペース, 11 ページ
• 監査証跡の操作, 13 ページ
• 例外管理プロセスフロー, 14 ページ
• Analyst ツールへのログイン, 16 ページ

例外管理の概要
例外は、未解決のデータ品質問題を含むレコードです。このようなレコードにはエラー、または冗長な情報や
重複する情報が含まれている可能性があります。 例外レコードは、Analyst ツールで確認および修正できます。
例外レコードに対する作業を実行するには、タスクを開きます。 タスクは、データベーステーブル内の例外レ
コードのセットを識別します。
Analyst ツールの［開始］ワークスペースに、作業が可能なタスクが表示されます。 ［開始］ワークスペース
には、同じデータベーステーブルまたは異なるデータベーステーブルのタスクが含まれています。 このワーク
スペースからタスクを開いたユーザーがタスクの所有権を要求し、タスクに指定されたデータ品質の問題の解
決を担当します。

タスクのタイプ
ワークフローによってユーザーに割り当てられるタスクのタイプは、ソースデータベーステーブルに含まれて
いるデータ品質の問題によって異なります。 テーブル内の各レコードには、エラー、NULL 値、または現在の
データプロジェクトでは不正確な値が格納されていることがあります。 テーブルには冗長なレコード（内容は
同じだがバージョンのみが異なる情報）が格納されていることがあります。
Analyst ツールでは、次のタイプのタスクインスタンスを実行できます。
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例外修正タスク
エラーまたは NULL 値が含まれている可能性のあるレコードが格納されています。 見つかったエラーを分
析および修正します。 レコードにエラーがなくなったら、レコードが有効であることを示すようにレコー
ドのステータスを更新します。

重複修正タスク
重複する情報が含まれている可能性のあるレコードが格納されています。 このタスクはクラスタ内のレコ
ードをソートします。 クラスタとは、ソースデータセット内の同じビジネスエンティティを表すレコード
のグループのことです。 各クラスタを分析して、クラスタによって表される優先バージョンのレコードを
定義します。 優先レコードを確認したことを示すようクラスタのステータスを更新します。
レコードがクラスタ内のどのレコードとも重複していない場合は、そのレコードを他のクラスタに移動し
ます。 単一の一意のレコードを含むクラスタを作成することができます。

例外確認タスク
前のユーザーが例外修正タスクで分析した例外レコードのセットが格納されています。 前のユーザーによ
って実行された作業を確認し、レコードデータとレコードステータスが正しいことを確認します。

重複確認タスク
前のユーザーが重複修正タスクで実行したクラスタのセットが格納されています。 前のユーザーによって
実行された作業を確認し、優先レコードデータとクラスタステータスが正しいことを確認します。

注: 例外レコードを修正または確認するタスクから、重複レコードを修正または確認するタスクに、レコードを
引き渡すことはできません。 例外レコードと重複レコードとでは、格納されるデータベーステーブルの構造が
異なります。

タスクとワークフロー
ワークフローと呼ばれる Informatica プロセスにより、Analyst ツールでユーザーが作業するタスクが生成さ
れます。
ワークフローは、Informatica アプリケーションで実行できるタスクのシーケンスを記述するものです。 タス
クには、マッピングを実行するための指示や、電子メールを送信するための指示、Analyst ツールユーザーに
例外レコードを配布するための指示が含まれる場合があります。 Analyst ツールユーザーに例外レコードを配
布するタスクをヒューマンタスクと呼びます。 Analyst ツールで作業するタスクはヒューマンタスクインスタ
ンスです。 各タスクインスタンスで、例外データベーステーブルの一連のレコードが特定されます。
ヒューマンタスクを含むワークフローには、マッピングタスクも含まれている必要があります。マッピングタ
スクでは、マッピングと呼ばれるデータ処理が実行されます。 マッピングによってソースデータのレコードの
品質が確認され、一連のデータ品質インジケータに基づいてさまざまなテーブルにレコードが書き込まれま
す。 ヒューマンタスクでは、例外レコードを含むテーブルが読み取られて、そのレコードが Analyst ツールユ
ーザーに割り当てられ、レコードの確認および修正が行われます。
例外レコードテーブルに大量のレコードが含まれる場合、タスクインスタンスでレコードのサブセットが特定
されます。 タスクインスタンスは、ワークフローにより、ワークフロー開発者が特定した Analyst ツールユー
ザーに配布されます。 Analyst ツールユーザーは、各タスクインスタンスの作業を同時に進めることができま
す。
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ヒューマンタスクのステップ
ワークフローのヒューマンタスクには 1 つ以上のステップが含まれます。 ステップは、ヒューマンタスクに流
れるデータのフローを定義するメタデータオブジェクトです。 ヒューマンタスクで作成され、作業が可能なユ
ーザーが識別されるタスクインスタンスのタイプは、ステップにより決まります。
ワークフロー開発者はヒューマンタスクに次のステップを追加できます。
例外ステップ

例外ステップは Analyst ツールで例外修正タスクインスタンスを生成します。
クラスタステップ

クラスタステップは Analyst ツールで重複修正タスクインスタンスを生成します。
確認ステップ

確認ステップは Analyst ツールで例外確認タスクインスタンスまたは重複確認タスクインスタンスを生成
します。

次の図に、Developer tool のヒューマンタスクのステップを示します。

ヒューマンタスクに複数のステップが含まれる場合、例外レコードが 1 つのステップから別のステップに渡さ
れます。 ワークフローを設定する開発者はステップのシーケンスを定義します。 各ステップで一連のユーザー
が特定されます。ユーザーは Analyst ツールにログインして、ステップで定義されたタスクインスタンスを操
作できます。
注: ワークフローを設定する開発者は、Analyst ツールユーザーにアクセス権限を設定できます。権限によっ
て、タスクインスタンスでユーザーが表示できるデータのカラムと、ユーザーが実行できるアクションを設定
できます。開発者はステップごとにアクセス権限を設定できます。アクセス権限は、ステップで定義されたタ
スクインスタンスを操作するすべてのユーザーに等しく適用されます。
デフォルトでは、すべてのユーザーにタスクインスタンスのデータとオプションへのフルアクセス権限があり
ます。

例外管理におけるロール
ヒューマンタスクでは、タスクインスタンスを処理する Analyst ツールユーザーにロールが割り当てられま
す。 ロールにより、ユーザーが実行できるアクションの範囲が決まります。 ヒューマンタスクでは、ロールを
ユーザーまたはグループに割り当てることができます。 グループに属しているユーザーは、Analyst ツールに
ログインするとグループロールを共有できます。
ヒューマンタスクでは次のロールが割り当てられます。
タスクの実行者

Analyst ツールでタスクインスタンスを処理するユーザーまたはグループ。
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ビジネス管理者
ヒューマンタスクで生成されるタスクインスタンスを管理するユーザーまたはグループ。 ビジネス管理者
もタスクインスタンスを処理することができます。

ヒューマンタスクでタスクインスタンスがグループに割り当てられている場合、そのグループのどのメンバー
もタスクの所有権を取得できます。 1 人のグループメンバがタスクの所有権を取得すると、そのタスクは他の
グループメンバのタスクリストからなくなります。
ワークフロー開発者は、ヒューマンタスクのステップごとに 1 人以上のタスク実行者を特定します。 ユーザー
はヒューマンタスクの 1 つのステップのタスクインスタンスのみを処理し、他のステップのタスクインスタン
スを処理しない場合があります。
ワークフロー開発者は、ヒューマンタスクに対して 1 人以上のビジネス管理者を特定します。 ヒューマンタス
クのビジネス管理者は、ヒューマンタスクの各ステップのビジネス管理者でもあります。

［例外管理］ワークスペース
Analyst ツールでは、ワークスペースを使用して、ユーザーが実行できるさまざまなタイプのデータ操作が整
理されます。

［開始］ワークスペースの［マイタスク］ビューに、ユーザーが所有するタスクのリストが表示されます。 タ
スクを開くと、［例外］ワークスペースにタスクレコードが表示されます。

［開始］ワークスペース
［開始］ワークスペースには、所有しているタスクと管理しているすべてのタスクが表示されます。 ［開始］

ワークスペースの各オプションを使用して、タスクの開始、タスクに対するアクションの実行、タスクメタデ
ータの確認を行います。
Analyst ツールへのログインで使用するユーザーロールによって、［開始］ワークスペースに表示できるタスク
が決まります。 ［マイタスク］ビューを選択すると、所有しているタスクが表示されます。 ［タスク管理］ビ
ューを選択すると、管理しているすべてのタスクが表示されます。 タスクを作成したワークフローでユーザー
がビジネス管理者として識別された場合、ユーザーはタスクを管理できます。
次の画像は、［マイタスク］ビューのタスクのリストを示しています。
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［マイタスク］には次のオプションがあります。
1. ［マイタスク］および［タスク管理］オプション。所有しているタスクと管理しているすべてのタスク間で

ワークスペースビューを切り替えます。［マイタスク］ビューと［タスク管理］ビューからタスクを開くこ
とができます。

2. 更新。ワークスペースのデータを更新します。
3. ［アクション］メニュー。選択したタスクに対して実行できるアクションのリストを開きます。
4. カラムの見出し。タスクインスタンスを説明するカラムの名前を表示します。
5. フィルタ。入力した値を使用してレコードのリストをフィルタリングします。
6. タスク名。タスクの名前を表示します。タスクを開くには、タスク名を選択します。
7. コメント。使用できるエディタを開いてコメントを入力したり、タスクに関するコメントを確認したりし

ます。

［開始］ワークスペースのカラムの見出し
［開始］ワークスペースのテーブルに各タスクが表示されます。 各タスクはテーブルに 1 行で表示されます。 

テーブルのカラムには、タスクのメタデータが含まれています。
次の各カラムを参照して、自分が所有または管理しているタスクのメタデータを確認できます。
ID

タスクインスタンスの一意の ID。 ID には、タスクインスタンスを生成したヒューマンタスクを識別する
値が含まれています。

タスクのタイトル
タスクの名前。タスク名は、タスクデータを生成したヒューマンタスクの手順を示します。

［タスクのタイトル］カラムには、タスク名の一覧をフィルタするためのフィルタフィールドが含まれてい
ます。 入力するフィルタ文字列にはワイルドカード文字を使用できます。
フィルタ文字列にワイルドカード文字を追加すると、タスク名の任意の位置にフィルタ文字列を含むタス
クが返されます。

タスクタイプ
タスクデータに対して実行できるデータ操作のタイプ。
タスクのタイプは次のいずれかです。
• 例外修正。レコードのエラーを調べて修正します。
• 重複修正。重複レコードのクラスタを調べて、レコードの値から優先レコードを作成します。
• 例外確認。タスク内の別のユーザーによる例外修正作業を確認します。
• 重複確認。タスク内の別のユーザーによるレコードクラスタからの優先レコードの作成作業を確認しま

す。
注: タスクタイプには投票タスクも含まれることがあります。 Business Glossary ユーザーが投票タスク
を実行します。 投票タスクは、例外管理プロセスには含まれません。

期限
タスクの期限。ヒューマンタスクは、例外修正タスクと重複修正タスクの期日を定めます。 Analyst ツー
ルは、例外修正タスクと重複修正タスクの期日を計算します。

ステータス
タスクのステータス。
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タスクのステータスは次のいずれかです。
• 作成日。タスクの所有者がいません。
• 割り当て済み。 タスクの所有者がいます。

所有者
現在のタスク所有者の名前。

作成日
ワークフローがタスクを作成した日付。

［例外］ワークスペース
［例外］ワークスペースは、タスクを表示または開く場合に表示される一時ワークスペースです。 ［例外］ワ

ークスペースには、［データ編集］タブと［データ監査］タブがあります。
［データ編集］タブには、タスクのレコードまたはクラスタの更新に使用できるタスクデータとオプションが表

示されます。 タブには、Analyst ツールでユーザーが各レコードやクラスタに対して行う更新を追跡するため
に使用するメタデータカラムも表示されます。

［データ監査］タブには、ユーザーがタスクデータに加えた変更の監査証跡が表示されます。 ユーザーが変更
したフィールド、各レコードを変更したユーザの ID、および変更日を表示できます。
タスクに対する作業が完了したら、［例外］ワークスペースを閉じることができます。

監査証跡の操作
Analyst ツールは、ユーザーがタスクで行ったレコードへの変更の監査証跡を作成します。タスクの監査証跡
を表示するには、タスクを開いて、［例外］ワークスペースの［データ監査］タブを選択します。
監査証跡には、ユーザーがタスクで更新した各レコードについて、レコードデータとステータスインジケータ
の値が表示されます。また、監査証跡を確認することで、更新を実行したユーザーと更新日時も特定できます。
監査証跡では行が古い順に表示されます。別のユーザーが前のタスクでレコードを更新した場合、監査証跡に
前のユーザーによる更新が含まれます。
監査証跡を表示する場合は、以下のルールおよびガイドラインに従ってください。
• 監査証跡の各行は、レコードに対する 1 つの更新を表します。1 つのレコードに複数の更新を行った場合、

監査証跡では更新ごとに行が追加されます。
• レコードのデータ値を変更すると、監査証跡ではその値がハイライト表示されます。その値にマウスポイン

タを移動すると、直前の値が表示されます。監査証跡では、レコードを変更したユーザー、変更日、変更の
タイプも記録されます。

• デフォルトでは、監査証跡に各レコード内のすべてのデータが表示されます。タスクのデータのカラムを表
示する権限が Analyst ツールによって付与されていない場合は、監査証跡にはカラムは表示されません。前
のタスクでユーザーがレコード値を更新したが、その値の表示権限がない場合、監査証跡にはレコード値は
表示されません。

• Informatica ドメイン設定により、監査証跡データの場所が決まります。Analyst ツールは、すべての監査
証跡データを 1 つのデータベースのテーブルに書き込むことができます。または、各タスクの監査証跡デー
タを、タスクのレコードを格納するデータベースに書き込むことができます。ドメインの監査証跡データの
詳細については、Informatica ドメイン管理者にお問い合わせください。
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例外管理プロセスフロー
Analyst ツールで作業するタスクは、データ品質サイクルの 1 つのステージを表します。 組織がデータセット
のデータ品質を確認することを決定した時点でこのサイクルは始まります。 組織がデータの品質に満足した時
点でこのサイクルは終了します。 組織はデータ品質サイクルを継続的に実行することができます。
多くの場合、例外管理のステージはデータ品質サイクルの終了まで続けられます。 初期のステージでは、組織
のデータ品質の測定と向上を目的として、プロファイルとマッピングを使用することもあります。 例外管理で
は、現在のサイクルのデータ品質ターゲットを満たしていないレコードに対してユーザーが実行できる手動操
作を定義します。
ユーザーは、データ品質プロセスを実行するデータスチュワードチームの一員として作業する場合がありま
す。 また、ユーザーは、データが準拠する必要があるデータ品質標準を定義するビジネスユーザーの場合もあ
ります。 どちらの場合も、ユーザーは Analyst ツールで例外管理タスクを所有することができます。
注: 多くの組織で、データスチュワードはデータスチュワードシップのロールを他のロールと組み合わせます。 
ユーザーは組織の中のより大きなロールの一部としてデータ品質目標に対する責任を担う場合もあれば、 デー
タスチュワードとして、データセットに対してタスクを実行し、その結果をデータスチュワードシップの責務
を負う同僚に渡す場合もあります。

不良レコードの例
あなたは小売企業のデータスチュワードです。 製品在庫レコードにエラーがあるのではないかと懸念していま
す。 そのエラーが原因で企業は製品を販売能力より過大または過小に注文している可能性があります。
次のプロセスを定義してエラーを調査し修正します。
1. 開発者に依頼して、データセット内のエラーを見つけて修正する 1 つ以上のマッピングを設定してもらい

ます。
このマッピングでは、データセット内の各レコードの数値スコアも計算します。 スコアはレコードのデー
タ品質を表します。 中には、スコアが境界値付近であるため、マッピングでレコードに含まれるデータ品
質問題の一部を検証できないレコードもあります。

2. 開発者は、数値スコアを読み取る追加のマッピングを設定します。 そして、このマッピングを、マッピン
グタスクとヒューマンタスクを含むワークフローに追加します。
• マッピングタスクはマッピングを実行します。 マッピングタスクは、レコードに格納されているスコ

アに基づいてレコードを別々のテーブルに書き込みます。
• ヒューマンタスクは、境界スコアを持つレコードを複数のタスクに配布します。これらのタスクは、あ

なたや他のユーザーが Analyst ツールで開くことができます。
3. あなたは Analyst ツールにログインして、タスクを開きます。 タスクは 1 つ以上のテーブルの例外レコー

ドをまとめます。 各テーブルには 100 のレコードを含むことが可能です。
各レコードに対して次のいずれかのアクションを実行します。
• レコードのエラーを修正するか、または現在のレコードが正しいと判断する。

レコードステータスを更新して、レコードが有効であることを示します。
• レコードに有効なデータが含まれないと判断する。

レコードステータスを更新して、レコードが無効であることを示します。
• レコードの正確性を検証できないと決定する。

レコードステータスを更新して、他のユーザーまたは他の Informatica プロセスによりレコードをさら
に分析する必要があることを示します。

注: レコードを更新する前に、タスクが編集モードで開いていることを確認します。 編集モードに入るに
は、開いているタスクで［編集］ボタンをクリックします。
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4. タスクのすべてのレコードに対する作業が完了したら、タスクのステータスを更新します。 タスクのステ
ータスは、レコードがデータ品質処理の次のステージに進める状態になったことを示します。
データの次のステージは、ヒューマンタスクの設定によって異なります。 例えば、ヒューマンタスクには
レコードを確認のために他のユーザーに割り当てる追加ステップが含まれることがあります。

ヒューマンタスクが完了すると、ワークフローの次のステージが開始されます。

重複レコードの例
あなたは銀行のデータスチュワードです。 顧客口座テーブルの複数のレコードに同じ情報が格納されている可
能性があるのではないかと懸念しています。 こうした重複するレコードは、データ入力エラーまたは顧客によ
る不正行為の可能性を示唆しています。
そこで、次のプロセスを定義して重複レコードを検索し、各レコードセットについて 1 つの優先バージョンを
特定することにします。
1. 開発者に依頼して、重複レコードを特定する 1 つ以上のマッピングを設定してもらいます。

このマッピングでは、各レコードのデータ値の重複レベルを表す数値スコアのセットを計算します。 スコ
アが高い場合はレコードが重複していることを示し、スコアが低い場合はレコードが一意であることを示
しています。 中には、スコアが境界値付近であるため、レコードの重複ステータスがはっきりしないレコ
ードもあります。

2. 開発者は、数値スコアを読み取る追加のマッピングを設定します。 そして、このマッピングを、マッピン
グタスクとヒューマンタスクを含むワークフローに追加します。
• マッピングタスクはマッピングを実行します。 マッピングタスクは、レコードに格納されているスコ

アに基づいてレコードを別々のテーブルに書き込みます。
• ヒューマンタスクは、境界スコアを持つレコードを複数のタスクに配布します。これらのタスクは、あ

なたや他のユーザーが Analyst ツールで開くことができます。
3. あなたは Analyst ツールにログインして、タスクを開きます。

Analyst ツールによって、レコードが一連のクラスタに編成されます。 各クラスタは、同じような情報が
格納されている 2 つ以上のレコードで構成されます。 デフォルトでは、クラスタの先頭のレコードが優先
レコードになっています。

4. クラスタを開き、格納されているレコードを分析します。
各クラスタについて、次のアクションを実行します。
• レコードデータの各カラムのデータ値を調べます。 各カラムで最も正確な値を選択し、その値を優先

レコードに昇格させます。
選択した値を編集することや、共通の値を持つレコードを他のクラスタ内で検索することができます。

• 現在のクラスタに属さないレコードは別のクラスタに移動するか、そのレコード用に新しいクラスタを
作成します。

• クラスタを確認したことを示すようクラスタのステータスを更新します。 各クラスタで現在の優先レ
コードを確認したらタスクを完了します。

注: レコードを更新する前に、タスクが編集モードで開いていることを確認します。 編集モードに入るに
は、開いているタスクで［編集］ボタンをクリックします。

5. タスク内のすべてのクラスタに対する作業が完了したら、タスクのステータスを更新します。 タスクのス
テータスは、レコードがデータ品質処理の次のステージに進める状態になったことを示します。
データの次のステージは、ヒューマンタスクの設定によって異なります。 例えば、ヒューマンタスクには
クラスタを他のユーザーに確認のため割り当てる追加ステップが含まれることがあります。

ヒューマンタスクが完了すると、ワークフローの次のステージが開始されます。
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Analyst ツールへのログイン
Analyst ツールにログインするには、Analyst ツールの URL を使用します。Analyst ツールにログインすると
きは、Informatica ログイン名、パスワード、およびネイティブドメインか LDAP セキュリティドメインを指
定します。
1. Microsoft Internet Explorer または Google Chrome ブラウザを起動します。 
2. ［アドレス］フィールドに、次に示す Analyst ツールの URL を入力します。 

http[s]://<fully qualified host name>:<port number>/analyst/
3. ドメインで LDAP またはネイティブ認証を使用する場合は、ログインページでログイン名とパスワードを

入力します。 
4. ［ネイティブ］または特定のセキュリティドメインの名前を選択します。 

Informatica ドメインで LDAP または Kerberos 認証を使用している場合は、［セキュリティドメイン］フ
ィールドが表示されます。 ユーザーアカウントが所属するセキュリティドメインがわからない場合は、
Informatica ドメイン管理者に問い合わせてください。

5. ［ログイン］をクリックします。 
Analyst ツールにより、［開始］ワークスペースが開きます。
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第  2  章

例外タスク
この章では、以下の項目について説明します。
• 例外タスクの概要, 17 ページ
• 例外タスクのタイプ, 17 ページ
• ［例外］ワークスペースの例外タスク, 19 ページ
• 例外タスクのエラーの修正, 20 ページ
• 例外レコードのステータスインジケータ, 21 ページ
• 例外タスクのフィルタオプション, 23 ページ
• 例外レコードでの値の検索および置換, 26 ページ
• レコードへのメモの追加, 28 ページ
• 確認中の例外タスク, 28 ページ
• 例外タスクのルールおよびガイドライン, 29 ページ

例外タスクの概要
例外タスクはデータエラーを含む可能性のあるレコードを識別します。 レコードには不正確なデータや NULL
フィールドが含まれることがあります。 ワークフローでは、前のプロセスでデータセットのデータ品質問題の
一部が解決できなかった場合、例外タスクが生成されます。 例外タスクを開くと、Analyst ツールで未解決の
問題を含む各レコードのフィールドが識別されます。

例外タスクのタイプ
ワークフローにより、例外修正タスクまたは例外確認タスクを割り当てることができます。
例外修正タスクで作業を行う場合、タスクの各レコードを調べて、レコードデータを更新するかどうかを決定
します。 例外確認タスクで作業する場合、前のタスクで各レコードに対して他のユーザーが行った決定を検証
します。
各タスクタイプのワークスペースレイアウトは同じです。 両タイプのタスクで同じ方法によりレコードデータ
とステータスインジケータを更新します。 例外確認タスクを行う場合、追加オプションを使用して前のユーザ
ーの作業を承認または拒否できます。
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例外修正の手順
［開始］ワークスペースから例外修正タスクを開きます。 ［例外］ワークスペースの［データ編集］タブでタ

スクが開きます。
例外修正タスクで作業する場合、次の手順を実行します。
1. タスクを開きます。
2. 各レコードで強調表示されたデータフィールドを調べます。

矢印を使用してタスク内のレコード間を移動できます。 フィルタオプションを使用してデータ品質問題を
含むレコードまたは指定したステータスを表示または非表示にします。

3. データフィールドに含まれているエラーを修正します。
4. 現在のレコードデータが反映されるよう各レコードのステータスを更新します。

次のいずれかのオプションを選択します。
• 承認。現在のデータはビジネスで承認可能と決定します。
• 拒否。現在のデータはビジネスで承認不可と決定します。
• 再処理。現在のデータのステータスを決定できません。

5. レコードを更新してレコードデータが確認済みであることを示します。 他のステータス値とは独立して
［確認済み］ステータス値を設定できます。

フィルタオプションを使用して共通のステータス値を持つレコードを表示または非表示にします。
6. 必要に応じて、メモをレコードに追加します。 例えば、レコードを拒否した理由をメモとして追加する場

合があります。
7. タスクのすべてのレコードに対する作業が完了したら、タスクのステータスを更新します。

例外確認の手順
［開始］ワークスペースから例外確認タスクを開きます。 ［例外］ワークスペースの［データ編集］タブでタ

スクが開きます。
例外確認タスクの作業を行うときは、次の手順を実行します。
1. タスクを開きます。
2. 各レコードを確認します。 レコードデータを調べ、前のユーザーが各レコードに設定したステータスイン

ジケータを調べます。
• レコードの現在のコンテンツに同意する場合、変更は加えません。 コンテンツに同意しないレコード

があれば、レコードを更新します。
• 現在のレコードステータスに同意する場合、変更は加えません。 レコードステータスに同意しない場

合、ステータスを更新します。
フィルタオプションを使用して共通のステータス値を持つレコードを表示または非表示にします。

3. 各レコードの確認ステータスを検証します。 確認ステータスは、レコードを承認または拒否することを示
します。 確認ステータスは前のユーザーがレコードに対して適用したステータスより優先されます。

4. 必要に応じて、メモをレコードに追加します。 前のタスクでユーザーがレコードにメモを追加した場合、
過去のメモは今回追加するメモで置換されます。

5. タスクのすべてのレコードに対する作業が完了したら、タスクのステータスを更新します。
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［例外］ワークスペースの例外タスク
例外タスクを開くと、［例外］ワークスペースにタスク内のレコードがリストされ、タスクに設定可能なオプシ
ョンが表示されます。 タスクは［データ編集］タブに表示されます。 タブには例外修正タスクおよび例外確認
タスクに共通のオプションセットが表示されます。
Analyst ツールでは、未解決のデータ品質の問題が含まれているセルは、背景色が変更されます。レコードを
調べ、セルを更新します。データ値を更新すると、セルの背景色がクリアされ、セルに緑色のチェックマーク
が表示されます。カーソルを使用すると、そのセルの以前の値を表示できます。
レコードに対する作業が完了したら、レコードステータスを更新します。 タスク内のすべてのレコードに対す
る作業が完了したら、タスクステータスを更新してレコードがワークフローの次のステージに進める状態にな
ったことを示します。
次の画像は、例外レコードが含まれるタスクを編集モードで開いたときの［データ編集］タブを示しています。

タスクに対する作業を行うときは、次のオプションを使用します。
1. ［元に戻す］および［やり直し］オプション

タスク内でデータまたはメタデータに加えた最新の更新を元に戻します。 元に戻した更新をやり直しま
す。
タスク内の全ページに対して実行する検索および置換操作は取り消しできません。

2. タスクアクションメニュー
現在のタスクに対してアクションを実行します。 ワークフロー内の次のステップにタスクデータをエクス
ポートするか、タスクを送信します。

3. 検索および置換オプション
入力した文字列と一致するデータ値を検索し置換します。

4. 強調表示
ステータスインジケータを使用しないレコードを表示します。

5. 検索および置換
例外レコードのデータ値を検索および置換するにはオプションを表示または非表示にします。
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6. メタデータフィルタオプション
データ品質の問題のタイプやレコードステータスなどのレコードメタデータに基づいて、タスク内のレコ
ードを表示または非表示にします。

7. レコードアクションメニュー
選択したレコードステータスを更新します。 例えば、レコードの承認、拒否、またはレコードステータス
のクリアです。

8. データフィルタのリセット
カラムデータフィルタとして入力した値をクリアします。

9. 注カラム
タスク所有者がレコードに追加した注を確認します。

10. レコードステータスカラム
タスク所有者がレコードに対して実行した直近のアクションのステータスインジケータを表示します。

11. レコード確認ステータスカラム
タスク所有者がレコードに定義した直近のステータスのステータスインジケータを表示します。

12. カラムデータフィルタオプション
1 つ以上のデータカラム内のデータに基づいて、タスク内のレコードを表示または非表示にします。

13. レコードセレクタ
レコードアクションを適用するレコードを選択します。

14. ナビゲーションオプション
タスク内の他のページに移動します。

例外タスクのエラーの修正
例外修正タスクおよび例外確認タスクのレコードを更新できます。 タスク内のレコードを調べて、データ品質
エラーを含むフィールドを更新します。

［データ編集］タブでレコードを編集します。
1. 例外タスクを開きます。 

タスクに［データ編集］タブが表示されるのを確認します。
2. ［編集］をクリックします。 
3. レコードを調べます。 修正可能なエラーを含むデータフィールドを選択します。 

フィールド上でポインタを動かしてフィールドが含むデータエラーのタイプを確認します。
4. データフィールドに正しい値を入力します。 

フィールドの表示が変わります。 フィールドの背景色がクリアされ、右上隅に緑色のチェックマークが追
加されます。

5. タスクを保存します。 
タスク内の他のレコードにも同じ手順を実行します。
注: ヒューマンタスクのプロパティで、すべてのエラーセルに値が必要であると指定されている場合がありま
す。この場合、すべてのエラーセルに値を入力するまで、タスクを完了できません。
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例外タスクの検証エラー
データを格納するカラムに対して無効なデータ値を入力しようとすると、Analyst ツールに検証エラーが表示
されます。数値型のカラムには、文字列型のデータ値を入力できません。データ値がカラムの最大文字数を超
える場合は、その値をカラムに入力することはできません。
また、Analyst ツールでは、検索および置換操作の間に検証エラーを表示することもできます。置き換える値
がターゲットカラムで無効な場合は、値の置換は行えません。
例: インドの都市名
国際的組織のデータスチュワードであるあなたは、インドの都市名のうち古い都市名が使われているものを識
別する例外タスクに取り組んでいます。あなたは現在の都市名と古い都市名のリストを使用して、タスク内の
レコードを更新します。各都市に対して、［すべて置換］オプションを使用して名前を更新します。デフォルト
のオプションを使用して、すべての文字列データ内の値を置き換えます。
都市名が格納されたカラムの 1 つで、現在の名前が収まらない長さの最大文字数が指定されています。例えば、
インドのケララ州の都市 Trivandrum は、Thiruvananthapuram という名前に置き換えられます。Analyst ツ
ールがこのカラムに含まれる名前を更新しようとすると、操作は失敗し、Analyst ツールにエラーが表示され
ます。

例外レコードのステータスインジケータ
レコードに対する作業が完了したら、レコードのステータスを設定します。 タスク完了時、別のユーザーまた
は別のデータ処理がレコードに対して実行可能なアクションがステータスに表示されます。 レコードに対する
作業が完了したら、レコードデータの状態を表すステータスを設定します。

［データ編集］タブの［レコードアクション］メニューからステータスインジケータを選択します。 ステータ
スインジケータはタスク内のデータ行の横にアイコンとして表示されます。 前のタスクでユーザーがレコード
ステータスを設定した場合、このステータスを更新またはクリアできます。
レコードに対する作業が完了したら、次のステータスインジケータのいずれかを選択します。
レコードの承認

組織データを含むストレージで承認可能なレコードであることを示します。
例外修正タスクおよび例外確認タスクでレコードを承認できます。

レコードの拒否
組織データを含むストレージで承認不可のレコードであることを示します。
データベース内のビジネスエンティティを正しく識別できないと判定されたレコードを拒否します。 デー
タベーステーブルから拒否されたレコードはダウンストリームプロセスにより削除されることがあります。
例外修正タスクおよび例外確認タスクでレコードを拒否できます。

レコードの再処理
レコードに検証できないデータ品質問題が含まれることを示します。
レコードデータの正確性を決定できない場合、レコードを再処理します。 ダウンストリームタスクの他の
ユーザーがレコードデータの検証または更新をすることがあります。 または、ダウンストリームプロセス
でマッピングの分析および修正用テーブルにレコードを書き込むことがあります。
例外修正タスクおよび例外確認タスクでレコードを再処理できます。

確認済みとしてマーク
レコードデータが確認済みであることを示します。
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レコードを確認済みとマークして他のユーザーにレコードの調査を行ったことを示します。 このステータ
スは、レコードのデータ品質を説明するものではなく、レコードデータに対してさらに別のアクションを
指定するものでもありません。
レコードに確認済みとマークした場合、他のステータスインジケータを設定できます。 例えば、確認済み
とマークしたレコードを再処理できます。
任意のタスク内でレコードを確認済みにマークできます。

レコード編集の承認
例外確認タスクでレコードを分析し、組織データを含むストレージで承認可能なレコードだと決定したこ
とを示します。
重複確認タスクでもレコード編集の承認を行うことができます。

レコード編集の拒否
例外確認タスクでレコードを分析し、組織データを含むストレージで承認不可のレコードだと決定したこ
とを示します。
重複確認タスクでもレコード編集の拒否を行うことができます。

レコードステータスのクリア
レコードから次のステータスインジケータをクリアします。
• レコードの承認
• レコードの拒否
• レコードの再処理
レコードの現在のステータスが正しくないと決定した場合、ステータスをクリアします。
例外修正タスクおよび例外確認タスクでステータスインジケータをクリアできます。

確認者のステータスをクリア
レコードから次のステータスインジケータをクリアします。
• レコード編集の承認
• レコード編集の拒否
• 確認済みとしてマーク
現在の確認ステータスが正しくないと決定した場合、ステータスをクリアします。 例えば、前のタスクで
他のユーザーが確認したレコードのステータスをクリアすることがあります。
ステータスインジケータはどのタスクでもクリアできます。

注: ステータスインジケータはレコードの現在の状態を表している必要があります。 例えば、レコード内でエ
ラーを特定したためにレコードを拒否することがあります。 エラーを修正したら、レコードステータスを更新
します。

例外レコードのステータスの設定
レコードに対する作業を完了したら、レコードのステータスインジケータを設定します。 一度に複数のレコー
ドに対してステータスインジケータを適用できます。
例外修正タスクおよび例外確認タスクでレコードステータスを設定できます。 現在のレコードステータスに同
意しない場合、ステータスをクリアできます。
1. 例外タスクを開きます。 

タスクに［データ編集］タブが表示されるのを確認します。
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2. ［編集］をクリックします。 
3. 1 つ以上のレコードを選択します。 

レコードを選択するには、レコードのデータ行の先頭にあるチェックボックスを選択します。 タスク内の
全レコードを選択するには、カラム名を示す行のチェックボックスを選択します。
すべてのレコードを選択する場合次の要素を考慮します。
• すべてのレコードを選択する操作は現在のワークスペースのレコードに適用されます。
• フィルタをタスクに適用すると、すべてのレコードを選択する操作はフィルタ条件を満たすワークスペ

ースのレコードに適用されます。
4. ［レコードアクション］メニューを開き、レコードに適用するステータスインジケータを選択します。 

例外修正タスクおよび例外確認タスクで次のステータインジケータを選択できます。
• レコードに有効なデータが含まれていることを示すには、［レコードの承認］を選択します。
• レコードに有効なデータが含まれていないことを示すには、［レコードの拒否］を選択します。
• レコードをさらに分析する必要があることを示すには、［レコードの再処理］を選択します。
• レコードを検査済みであることを示すには、［確認済みとしてマーク］を選択します。 インジケータを

別のインジケータと同時に選択することができます。
例外確認タスクで次のステータスインジケータを選択できます。
• ビジネスデータへの追加に適したレコードであること確認するには、［承認としてマーク］を選択しま

す。
• ビジネスデータへの追加に適さないレコードであることを確認するには、［拒否としてマーク］を選択

します。
5. レコードの現在のステータスに同意しない場合、次のオプションのいずれか、または両方を選択します。 

• レコードを承認、拒否、または再処理するインジケータをクリアするには、［レコードステータスのク
リア］を選択します。

• 確認のタイプを指定するインジケータをクリアするには、［確認済みステータスのクリア］を選択しま
す。

タスク内の他のレコードにも同じ手順を実行します。
注: ［レコードアクション］メニューにはレコードにメモを追加するオプションが含まれます。 加えた変更や
選択したステータスインジケータについて説明するには、レコードにメモを追加します。

例外タスクのフィルタオプション
あるタスクに対して Analyst ツールが表示するレコードを、フィルタを使用して表示または非表示にします。
フィルタは［データ編集］タブと［データ監査］タブで定義できます。
レコードデータ値またはレコードメタデータを使用して、フィルタを定義できます。レコードデータフィルタ
を使用して、1 つ以上のデータ値を共有するレコードを検索します。メタデータフィルタを使用して、共通す
るデータ品質の問題やステータスを共有するレコードを検索します。
例えば、指定した期間内でユーザーが有効と承認した全レコードを取得するフィルタを定義する場合がありま
す。フィルタ条件に一致するレコードが取得されます。 各レコードを確認し、ユーザーが行った決定を検証で
きます。
各タブで複数のフィルタを適用できます。 複数のフィルタを適用した場合、すべてのフィルタ条件に一致する
レコードが返されます。

例外タスクのフィルタオプション       23



レコードデータフィルタ
レコードデータフィルタを使用して、指定したカラムのデータ値を共有するレコードを検索します。
各カラムにフィルタオプションがあります。フィルタを適用するには、カラムの最上部でフィルタに値を入力
します。Analyst ツールに、選択したフィールドに入力した値を含むレコードが表示されます。
タスクデータの複数のカラムにフィルタを定義できます。複数のカラムにフィルタを定義した場合、Analyst
ツールには、定義したすべてのフィルタに一致するレコードが表示されます。

［データ編集］タブのメタデータフィルタ
［データ編集］タブのメタデータフィルタを使用して、共通のメタデータ特性を持つレコードのセットを識別し

ます。
［データ編集］タブには次のフィルタオプションがあります。

問題のタイプ
ワークフローがレコードデータで識別したデータ品質問題のタイプを示します。 問題を選択すると、
Analyst ツールにその問題を含むすべてのレコードが表示されます。
フィールドの上にポインタを移動すると、そのフィールドが表すデータ品質問題が表示されます。

優先度
マッピングタスクがレコード内のデータ品質問題に割り当てた優先度を示します。 優先度は数値で表され
ます。 優先度の値を選択すると、Analyst ツールにその優先度を含むすべてのレコードが表示されます。

ステータス
タスク内のレコードに割り当てたステータスを示します。 ステータスを選択すると、Analyst ツールにそ
のステータスを使用するすべてのレコードが表示されます。
次のステータスオプションを選択することができます。
• 任意。ステータスに関係なく、タスク内の任意のレコード。
• 承認済み。組織データを含む永続ストレージに適したレコード。
• 拒否済み。組織データを含む永続ストレージに適さないレコード。
• 再処理済み。他のアプリケーションでさらに分析する必要のあるレコード。
• 空。現在のステータスがないレコード。

確認
現在のタスク内でのレコードの確認ステータスを示します。
確認オプションは、次のいずれかを選択できます。
• すべてのレコード。
• 承認済み。確認タスクで承認済みとユーザーがマークしたレコード。
• 拒否済み。確認タスクで拒否済みとユーザーがマークしたレコード。
• 確認済み。ユーザーが確認済みとマークしたレコード。
• 空。現在の確認ステータスがないレコード。
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［データ監査］タブのメタデータフィルタ
［データ監査］タブのメタデータフィルタを使用して、指定した期間でユーザーが作業をしたレコードを識別し

ます。共通のステータスインジケータを持つレコードも検索できます。
［データ監査］タブでは、レコードデータを編集できません。 レコードデータを編集するには、［データ編集］

タブを使用します。
［データ監査］タブには次のフィルタオプションがあります。

更新日
タスクデータに適用する時間を定義します。 期間を定義すると、Analyst ツールはその期間内にユーザー
が更新したすべてのレコードを返します。

更新者
Analyst ツールのユーザーを識別します。 ユーザーを指定すると、Analyst ツールはそのユーザーが更新
したすべてのレコードを返します。

ステータス
タスク内のレコードに割り当てたステータスを示します。 ステータスを選択すると、Analyst ツールにそ
のステータスを使用するすべてのレコードが表示されます。
次のステータスオプションを選択することができます。
• 任意。ステータスに関係なく、タスク内の任意のレコード。
• 承認済み。組織データを含む永続ストレージに適したレコード。
• 拒否済み。組織データを含む永続ストレージに適さないレコード。
• 再処理済み。他のアプリケーションでさらに分析する必要のあるレコード。
• 空。現在のステータスがないレコード。
• クリア済み。ユーザーがステータスをクリアしたレコード。

確認
現在のタスク内でのレコードの確認ステータスを示します。
確認オプションは、次のいずれかを選択できます。
• すべてのレコード。
• 承認済み。確認タスクで承認済みとユーザーがマークしたレコード。
• 拒否済み。確認タスクで拒否済みとユーザーがマークしたレコード。
• 確認済み。ユーザーが確認済みとマークしたレコード。
• 空。現在の確認ステータスがないレコード。
• クリア済み。ユーザーが確認ステータスをクリアしたレコード。

例外タスクのレコードのフィルタリング
メタデータフィルタを使用して、指定したデータ特性を共有するレコードのセットを取得します。［データ編
集］タブのフィルタ条件を満たすレコードを更新できます。
1. 例外修正タスクまたは例外確認タスクを開きます。 

［データ編集］タブまたは［データ監査］タブを選択します。
2. ［フィルタ］をクリックします。 
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［フィルタ］パネルが開きます。
3. タスクのデータに適用するフィルタ条件を選択します。 

［データ編集］タブと［データ監査］タブには、異なるフィルタオプションセットが表示されます。
4. ［フィルタの適用］をクリックします。 

フィルタ条件に一致するレコードが取得されます。 定義したフィルタ条件はタスクのクラスタリストの上
に表示されます。
注: フィルタを適用後［データ編集］タブの全レコード選択した場合、現在のワークスペースビューのフ
ィルタ条件を満たすすべてのレコードを選択しています。 タスク内のすべてのレコードを選択しません。

例外レコードでの値の検索および置換
タスク内のレコードを、指定したデータ値で検索できます。その値を他の値で置換できます。1 つのレコード
の値を検索して置換することも、一度に複数のレコードの値を検索して置換することもできます。
検索と置換オプションを設定するときには、名前によって 1 つのカラムを選択できます。または、日付、文字
列、または数値データ型を使用するすべてのカラムを検索するオプションを設定できます。
データ型によってタスクを検索する場合、そのデータ型を使用するすべてのカラムで、入力した値が検索され
ます。文字列データカラムに含まれる値は、数値や日付も含めてすべて検索および置換できます。文字列カラ
ムデータでは、大文字と小文字を区別して検索を実行できます。検索値と文字列データカラムのフィールドの
内容の間で部分一致または完全一致を検索できます。部分一致が見つかると、レコードフィールド内の、入力
した文字に一致するすべてのインスタンスが置換されます。
以下の表に、名前データの文字列に対する部分一致と置換操作の結果を示します。

検索値 置換値 検索する文字列 結果
SMITH SMYTH JOHN SMITH AND MARY SMITH JOHN SMYTH AND MARY SMYTH

日付を検索する場合は、日付カラムで使用されている日付およびタイムスタンプの形式で日付値を入力します。
日付カラムの NULL 値を指定した日付値に置換できます。日付データカラムまたは数値データカラムの日付値
の一部や数値の一部を検索することはできません。日付データカラムまたは数値データカラムの内容に対して
大文字と小文字を区別して検索を実行することはできません。
タスクデータをフィルタリングした場合の値の検索および置換が可能です。検索およひ置換操作はフィルタ条
件を満たすレコードに適用されます。 フィルタリングされたデータを検索すると、フィルタ条件を満たすレコ
ードが含まれるタスクデータの最初のページが表示されます。

［検索&置換］をクリックして、タスク内でオプションを表示または非表示にします。

例外レコードでの単一値の置換
指定したカラムまたは任意の日付、文字列、または数値カラム内の単一のデータ値を検索し置換します。フィ
ルタを使用して、タスクに含まれるレコードのサブセット内の値を検索して置換します。
1. 例外タスクを開きます。 
2. ［データ編集］タブで［編集］をクリックします。 
3. ［検索&置換］をクリックします。 

Analyst ツールでレコードのリストの上に検索と置換のオプションが表示されます。
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4. ［検索］フィールドにデータの値を入力します。 
5. 検索するカラムを指定します。または、データ型を指定します。 

データ型を指定すると、そのデータ型を使用するカラムが検索されます。デフォルトでは、すべての文字
列データカラム内のデータ値が、Analyst ツールによって検索されます。

6. 文字列データカラム内のデータ値を検索する場合、次のオプションを選択またはクリアします。 
• 大文字小文字の区別:文字列データに対して大文字と小文字を区別して検索を実行します。
• フィールド全体に一致。入力した値とレコードのフィールドの内容全体との一致を検索します。
日付データまたは数値データのカラムでは大文字小文字を区別する検索または部分データ検索を実行でき
ません。

7. ［検索］をクリックします。 
指定した値が含まれる最初のレコードが強調表示されます。矢印を使用してレコード間を移動します。

8. 必要に応じて、［置換後の文字列］フィールドに値を入力します。 
9. 強調表示された値を入力した値で置換するには、［置換］をクリックします。 

タスク内の値の追加のインスタンスを検索および置換する場合にも同じ手順を実行します。

例外レコードでの複数の値の置換
［すべて置換］オプションを使用すると、1 つの値の複数インスタンスが 1 回の操作で置換されます。現在のペ

ージまたはすべてのページのレコードや、選択したレコードに含まれる値を検索して置換できます。フィルタ
を使用して、タスクに含まれるレコードのサブセット内の値を検索して置換します。
1. 例外タスクを開きます。 
2. 必要に応じて、複数のレコードを選択します。 

複数のレコードを選択すると、［すべて置換］操作が、タスク内のレコードのセットに制限されます。例え
ば、定義したフィルタ条件と一致するすべてのレコードを選択できます。

3. ［データ編集］タブで［編集］をクリックします。 
4. ［検索&置換］をクリックします。 

Analyst ツールでレコードのリストの上に検索と置換のオプションが表示されます。
5. ［検索］フィールドにデータの値を入力します。 
6. 検索するカラムを指定します。または、データ型を指定します。 
7. ［置換後の文字列］フィールドに値を入力します。 
8. ［すべて置換］をクリックします。 

次のいずれかのオプションを選択します。
• ［このページで置換］。現在のページのレコードに含まれる、入力した値の全インスタンスが置き換えら

れます。
• ［すべてのページで置換］。タスクのすべてのレコードに含まれる、入力した値の全インスタンスが置き

換えられます。
• ［選択したすべてで置換］。選択したレコードに含まれる、入力した値の全インスタンスが置き換えられ

ます。
注: 表示および編集権限のないカラムのデータ値は置き換えられません。
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レコードへのメモの追加
レコードに対して実行するアクションについての説明となるメモを追加します。このメモは［データ編集］タ
ブと［データ監査］タブに表示できます。
1. レコードを含むタスクを開きます。 
2. ［例外］ワークスペースで［データ編集］タブを開きます。 
3. ［編集］をクリックします。 
4. チェックボックスオプションを使用してレコードを選択します。 

複数のレコードを選択できます。 複数のレコードを選択すると、選択したすべてのレコードに同じメモを
追加することになります。

5. ［レコードアクション］メニューを開いて、［注の追加］を選択します。 
Analyst ツールにテキスト入力ダイアログボックスが開きます。

6. メモのテキストをダイアログボックスに入力します。 

確認中の例外タスク
例外確認タスクでレコードを確認することは、前のタスクで他のユーザーが行った作業を検証するということ
です。 例外修正タスクおよび例外確認タスクで同じ操作を実行できます。
タスク内のレコードを調べて、前のユーザーが各レコードに割り当てたステータスを確認します。 レコードに
エラーを見つけたら、レコードを更新します。 レコードの現在のステータスに同意しない場合、ステータスを
更新またはクリアします。

［レコードアクション］メニューオプションを使用して、レコードステータスを更新します。 タスクに対する
作業が完了したら、［タスクアクション］メニューオプションを使用してタスクステータスを更新します。

例外確認タスクでの作業
タスク内のレコードが可能な限り正確で完全であることを確認します。
1. 例外確認タスクを開きます。 
2. レコードデータを検証し、各レコードに前のユーザーが割り当てたステータスを検証します。 
3. レコードの更新、またはレコードステータスの変更を決定したら、［編集］クリックします。 

エラーを修正するには、エラーを含むフィールドをクリックして正しいデータ値を入力します。
レコードステータスを更新するには、次のいずれかのアクションを実行します。
• レコードに有効なデータが含まれていることを示すには、［レコードの承認］を選択します。
• レコードに有効なデータが含まれていないことを示すには、［レコードの拒否］を選択します。
• レコードをさらに分析する必要があることを示すには、［レコードの再処理］を選択します。
• レコードを検査済みであることを示すには、［確認済みとしてマーク］を選択します。 インジケータを

別のインジケータと同時に選択することができます。
• ビジネスデータへの追加に適したレコードであること確認するには、［承認としてマーク］を選択しま

す。
• ビジネスデータへの追加に適さないレコードであることを確認するには、［拒否としてマーク］を選択

します。
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• レコードを承認、拒否、または再処理するインジケータをクリアするには、［レコードステータスのク
リア］を選択します。

• 確認のタイプを指定するインジケータをクリアするには、［確認済みステータスのクリア］を選択しま
す。

4. タスクを保存します。 
タスクに対する作業が完了したら、タスクのステータスを更新します。 タスクのステータスは、レコード
がワークフローの次のステージに進める状態になったことを示します。

例外タスクのルールおよびガイドライン
データセット内における例外レコードの確認と更新の処理は共同作業です。 他のユーザーが前のタスクで分析
したレコードに対して作業することがあります。 または、作業したレコードが、タスク完了後、他のユーザー
へ渡されることがあります。 各ユーザーは、他のユーザーの作業を確認および更新できます。
例外レコードタスクで作業する場合、次のルールおよびガイドラインを考慮してください。
• レコードのステータスを設定すると、レコードが確認済みであることを示すことができます。 この確認ス

テータスは、レコードの正確性やデータ品質を説明するものではありません。 例えば、一連のレコードで
承認、拒否、および再処理を実行でき、各レコードを確認済みとしてマークできます。
ベストプラクティスとして、調査したすべてのレコードを確認済みとしてマークします。 このステータス
は、ダウンストリームタスクのユーザーに、他のユーザーがレコードを調査したことを示します。 レコー
ド内のデータを更新するときは、レコードに対する別のステータスインジケータの有無に関係なく、レコー
ドを確認済みとしてマークします。

• レコードを更新する場合、任意のステータスインジケータを設定できます。 例えば、再処理するレコード
を更新できます。 更新を行うと、次のユーザーまたはダウンストリームデータ処理がデータを分析および
修正するのに役立ちます。

• レコードのデータ値およびステータスインジケータは、複数のタスクで互いに独立して変更可能です。 レ
コードを更新する場合、データ値とステータスインジケータが最新で正確であることを確認します。 変更
を行うと、他のユーザーが行った決定を無効にすることができます。

• 監査証跡にユーザーがレコードのデータ値およびステータスインジケータに加えた変更がすべて保存されま
す。 監査証跡にはレコードに追加されたメモのテキストの変更は保存されません。

• 作業したデータは、データの修正タスクやデータの確認タスクに渡すことができます。 例えば、ワークフ
ロー内のヒューマンタスクを設定する開発者は、複数の例外修正タスクを順番に指定することができます。 
開発者は重複修正タスクと共に重複確認タスクを実行することができます。
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第  3  章

重複レコードタスク
この章では、以下の項目について説明します。
• 重複レコードタスクの概要, 30 ページ
• 優先レコード, 31 ページ
• 重複レコードタスクのタイプ, 31 ページ
• ［例外］ワークスペースの重複レコードタスク, 32 ページ
• クラスタの編集 , 34 ページ
• 重複レコードのステータスインジケータ, 35 ページ
• 複数のクラスタでのレコードの検索, 36 ページ
• クラスタ間でのレコードの移動, 37 ページ
• 空のクラスタへのレコードの移動, 38 ページ
• クラスタへのメモの追加, 38 ページ
• 重複タスクのフィルタオプション, 39 ページ
• 重複確認タスク, 40 ページ
• 重複レコードタスクのルールおよびガイドライン, 42 ページ

重複レコードタスクの概要
重複レコードタスクでは、重複または冗長情報が含まれている可能性がある、データセット内のレコードを特
定します。 このタスクでは、レコードが一連のクラスタとして表示されます。 各クラスタは、類似するまたは
同一のデータ値が含まれるレコードのセットを識別します。
重複レコードタスクの作業を行うときに、各クラスタを確認して、クラスタ内のレコードが互いに重複してい
ないかどうかを判別します。 レコードが重複している場合、クラスタで表されるレコードの優先バージョンを
定義します。 クラスタに一意のレコードが含まれている場合、そのレコードを空のクラスタに移動します。 レ
コードが、別のクラスタのレコードと一致する場合は、レコードを一方のクラスタに移動できます。
すべてのクラスタを確認し、各クラスタの優先レコードを定義したら、タスクを完了します。
注: 2 つ以上のレコードが重複するのは、それらがソースデータセット内の同じエンティティを表している場合
です。 複数のレコードに類似データが入っていても、それらのレコードが業務にとって同じ情報を表してはい
ない可能性があります。 組織で、重複レコードを識別する業務ルールを定義できます。
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優先レコード
クラスタに対する作業を行うときに、クラスタで表される最も正確かつ完全なバージョンのレコードを作成ま
たは確認します。 作成または確認したレコードが優先レコードになります。
クラスタ内の最初の行に優先レコードのデータが含まれます。 優先レコードを更新するには、クラスタ内の他
のレコードから優先レコードにデータ値を昇格します。
デフォルトでは、Analyst ツールにより、クラスタ内の最初のレコードのデータが優先データ行に入力されま
す。 優先データ行が強調表示されます。 フォルトデータが含まれるレコードも強調表示されます。 データ値
を優先レコードに昇格すると、昇格した値は強調表示されます。 優先レコードに追加した値は編集できます。 
クラスタ内の別のレコードの値を編集することはできません。 デフォルトのレコードが正しい場合、そのレコ
ードを受け入れることができます。
注: 優先レコードはクラスタのメンバではありません。 優先レコードは、ワークフローによって重複レコード
データベース内に作成される一意のレコードです。

重複レコードタスクのタイプ
ワークフローで重複修正タスクまたは重複確認タスクをユーザーに割り当てることができます。
重複修正タスクの作業を行うときは、タスク内の各クラスタのレコードを調べます。 クラスタを開き、クラス
タ内の優先レコードに、利用可能な最も正確なデータが含まれていることを確認します。 重複確認タスクの作
業を行うときは、前のタスクでクラスタごとに他のユーザーが行った決定が適切であることを確認します。
各タスクタイプのワークスペースレイアウトは同じです。 各タスクタイプで使用するワークスペースオプショ
ンは似ています。 クラスタデータおよびステータスインジケータの更新は、どちらのタスクタイプでも同じ方
法を使用して行います。 重複確認タスクの作業を行うときは、追加のオプションを使用して前のユーザーの作
業を承認または拒否できます。

重複の修正手順
［開始］ワークスペースから重複確認タスクを開きます。 ［例外］ワークスペースの［データ編集］タブでタ

スクが開きます。
重複修正タスクの作業を行うときは、次の手順を実行します。
1. タスクを開き、編集モードに入ります。

Analyst ツールには、タスク内の最初のクラスタが表示されます。 現在のクラスタの作業を行ったり、別
のクラスタを開いたりできます。 フィルタオプションを使用して、指定したデータ値またはステータスを
含むクラスタを表示または非表示にします。

2. 優先レコードと現在のクラスタ内の他のレコードを調べます。
別のレコードのフィールドに優先レコードの同じフィールドよりも正確な値が含まれている場合、その値
を優先レコードに昇格します。

3. 必要に応じて、以下のいずれかのタスクを実行し、クラスタに最も正確な値が含まれていることを確認し
ます。
• 優先レコードの値を編集する。
• 他のクラスタで、似た値が含まれるレコードを探す。
• クラスタ間でレコードを移動する。
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• クラスタを作成し、そのクラスタにレコードを移動する。
4. クラスタステータスを更新し、クラスタを確認したことを示します。
5. タスクのすべてのクラスタに対する作業が完了したら、タスクステータスを更新します。

重複の確認手順
［開始］ワークスペースから重複修正タスクを開きます。 ［例外］ワークスペースの［データ編集］タブでタ

スクが開きます。
例外確認タスクの作業を行うときは、次の手順を実行します。
1. タスクを開き、編集モードに入ります。

Analyst ツールには、タスク内の最初のクラスタが表示されます。 現在のクラスタの作業を行ったり、別
のクラスタを開いたりできます。 フィルタオプションを使用して、指定したデータ値またはステータスを
含むクラスタを表示または非表示にします。

2. 各クラスタのコンテンツを確認します。 別のタスクでユーザーがクラスタに割り当てたステータスを確認
または更新します。
フィルタを使用して、ユーザーが確認したまたは確認していないクラスタを探します。
• クラスタのコンテンツとステータスに同意する場合、変更は加えません。
• いずれかのクラスタのコンテンツに同意しない場合、クラスタを更新します。
• いずれかのクラスタのステータスに同意しない場合、ステータスを更新します。

3. タスクのすべてのクラスタに対する作業が完了したら、タスクステータスを更新します。

［例外］ワークスペースの重複レコードタスク
重複レコードタスクを開くと、［例外］ワークスペースに、タスク内のクラスタのリストが表示され、タスク内
の最初のクラスタのレコードが表示されます。 タスクは［データ編集］タブに表示されます。 タブには、重複
修正タスクおよび重複確認タスク用の共通のオプションセットが表示されます。
ワークスペースの左側にタスク内のクラスタのリストが表示されます。 クラスタを選択し、その中に含まれて
いるレコードを表示します。 クラスタ内の最初のレコードが現在の優先レコードです。 クラスタ内の他のレコ
ードを確認し、そのレコードに、優先レコードに属しているデータが含まれているかどうかを判断します。 レ
コードの値を優先レコードに追加するには、値をクリックします。 優先レコードを別のレコードで置き換える
には、レコードを選択し、レコードを昇格するためのカラムオプションを使用します。
値を優先レコードに追加すると、ワークスペースは追加された値を強調表示します。 優先レコードを別のレコ
ードで置き換えると、ワークスペースは昇格された値を強調表示します。 タスクに加えたすべての変更のリス
トを表示するには、［データ監査］ビューを選択します。
クラスタに対する作業が完了したら、クラスタのステータスを更新します。 タスク内のクラスタに対する作業
が完了したら、タスクステータスを更新し、ワークフローの次のステージに向けてクラスタの準備ができたこ
とを示します。
次の画像は、クラスタが含まれるタスクを編集モードで開いたときの［データ編集］タブを示しています。
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タスクに対する作業を行うときは、次のオプションを使用します。
1. ［元に戻す］および［やり直し］オプション

タスク内でデータまたはメタデータに加えた最新の更新を元に戻します。 元に戻した更新をやり直しま
す。

2. タスクアクションメニュー
現在のタスクに対してアクションを実行します。 ワークフロー内の次のステップにタスクデータをエクス
ポートするか、タスクを送信します。

3. フィルタのオプション
指定した条件を満たすクラスタをタスク内で探します。 フィルタを適用する場合、現在のクラスタを閉じ
て、フィルタ条件を満たす最初のクラスタを開きます。
フィルタは、検出されたクラスタにも適用されます。 フィルタを適用すると、検出されたリスト内でフィ
ルタ条件を満たすクラスタが［検出されたクラスタ］リストに表示されます。

4. メモのオプション
［タスククラスタ］リストの現在のクラスタにユーザーが追加したメモを確認します。

5. レコードを下のクラスタに移動する
選択した 1 つ以上のレコードを上のクラスタから下のクラスタに移動します。 ［検出されたクラスタ］リ
ストからクラスタを開く場合、このオプションを使用します。

6. クラスタアクションメニュー
［タスククラスタ］リストの現在のクラスタのステータスを更新します。 クラスタにメモを追加したり、

クラスタを確認済みとしてマークしたり、クラスタの確認ステータスをクリアしたりできます。
7. 昇格オプション

優先レコードのデータを、選択した行のデータで更新します。
8. 優先レコードデータ

クラスタの優先レコードの現在のデータ。
9. 優先レコードデータのソースレコード。

優先レコードのソースデータを提供した、クラスタ内のレコード。 デフォルトでは、優先レコードはシー
ケンス ID 値を持つ、クラスタ内のレコードです。

10. クラスタの確認ステータスカラム
クラスタの現在のステータスに対するステータスインジケータを表示します。
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11. クラスタのメモカラム
どのクラスタにユーザーがメモを追加したかを示します。

12. ［検出されたクラスタ］オプション
指定した 1 つ以上のデータ値が含まれるクラスタを探したり、クラスタを作成したりします。

13. レコード選択オプション
1 つ以上のレコードを選択します。

14. レコードを上のクラスタに移動する
下のクラスタから選択した 1 つ以上のレコードを上のクラスタに移動します。 ［検出されたクラスタ］リ
ストからクラスタを開く場合、このオプションを使用します。

クラスタの編集
優先レコードとクラスタ内の他のレコードを調べます。 クラスタで表わされるビジネスエンティティにとって
最も正確なデータが優先レコードに含まれていることを確認します。
現在の優先レコードが正しい場合、変更は加えません。
1. 重複修正タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. 必要に応じて、別のクラスタを選択します。 
例えば、現在のクラスタのステータスが［確認済み］の場合、別のクラスタを選択します。

3. クラスタ内のレコードを調べます。 クラスタで表わされるビジネスエンティティにとって最も正確なデー
タが優先レコードに含まれているかどうかを判断します。 
優先レコードはクラスタ内の最初のレコードです。 Analyst ツールにより、優先レコードと優先データの
ソースレコードが強調表示されます。

4. ［編集］をクリックします。 
5. 優先レコードを更新するには、次のいずれかのアクションを実行します。 

• 別のレコードから優先レコードにデータ値を昇格する。
値を昇格するには、ソースレコードのデータフィールドをクリックします。 選択した値によって、優
先レコードの同じカラムの値が置き換えられます。

• 優先レコードのデータ値を更新する。
正確なバージョンのデータが含まれているレコードがクラスタ内にない場合、優先レコードを更新しま
す。

• 現在の優先レコードをクラスタ内の別のレコードで置き換える。
優先レコードを置き換えるには、そのレコードが含まれる行で昇格ツールをクリックします。

6. クラスタをタスクに保存します。 
クラスタでの作業が完了したら、クラスタのステータスを［確認済み］に更新します。
関連項目：
•「複数のクラスタでのレコードの検索」  (ページ 36)
•「空のクラスタへのレコードの移動」  (ページ 38)
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重複レコードのステータスインジケータ
クラスタに対する作業が完了したら、クラスタのステータスを設定します。 このステータスは、タスクを完了
したときに別のユーザーまたは別のデータ処理がクラスタデータに対して実行できるアクションを示します。 
クラスタに対する作業が完了したら、優先レコードの状態を表すステータスを設定します。

［データ編集］タブの［クラスタアクション］メニューからステータスインジケータを選択します。 ステータ
スインジケータがクラスタのリスト内にアイコンとして表示されます。 前のタスクでユーザーがクラスタステ
ータスを設定していた場合は、ステータスを更新またはクリアできます。
クラスタに対する作業が完了したら、次のステータスインジケータのいずれかを選択します。
確認済みとしてマーク

クラスタデータを確認したことを示します。
クラスタを確認済みとしてマークすると、クラスタを調べたことが他のユーザーに示されます。 このステ
ータスは優先レコードのステータスを説明するものではありません。また、レコードデータに対するさら
なるアクションを指定するものでもありません。
クラスタを確認済みにマークしても、レコードに別のステータスインジケータを設定することができま
す。 例えば、確認済みとしてマークした優先レコードを拒否できます。
クラスタはどのタスクでも確認済みとしてマークできます。

確認者のステータスをクリア
クラスタからすべてのステータスインジケータをクリアします。 現在のステータスが正しくないと判断し
た場合、ステータスをクリアします。
ステータスインジケータはどのタスクでもクリアできます。

レコード編集の承認
重複確認タスクでクラスタを分析したこと、および現在の優先レコードに同意することを示します。 クラ
スタで表わされるビジネスエンティティにとって最も正確なデータがレコードに含まれていると判断した
場合、レコードを承認します。
例外確認タスクでのレコード編集を承認することもできます。

レコード編集の拒否
重複確認タスクでクラスタを分析したこと、および現在の優先レコードに同意しないことを示します。 ク
ラスタで表わされるビジネスエンティティにとって最も正確なデータがレコードに含まれていないと判断
した場合、レコードを拒否します。
例外確認タスクでのレコード編集を拒否することもできます。

注: ステータスインジケータは、優先レコードの現在の状態を表している必要があります。 例えば、優先レコ
ード内でエラーが確認されたため、優先レコードを拒否する場合があります。 このエラーを修正する場合、ク
ラスタのステータスを更新します。
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クラスタのステータスの設定
クラスタに対する作業が完了したら、クラスタのステータスを設定します。 クラスタ内の現在のレコード状態
を表しているステータスを設定します。 ステータスは、ワークフローの次のステージで別のユーザーまたは別
のデータ処理がデータに対して実行するアクションを決定します。
クラスタのステータスを設定するには、［クラスタアクション］メニューの各オプションを使用します。
1. 重複修正タスクまたは重複確認タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. 必要に応じて、別のクラスタを選択します。 
3. ［編集］をクリックします。 
4. 必要に応じて、優先レコードを更新したり、クラスタのコンテンツを更新したりします。 
5. クラスタのステータスを更新するには、次のアクションを 1 つ以上実行します。 

• クラスタを確認済みとしてマークする。
クラスタを確認済みとしてマークすると、クラスタを調べたことが他のユーザーに示されます。 重複
修正タスクと重複確認タスクでクラスタを確認済みとしてマークできます。

• 確認者のステータスをクリアする。
ステータスをクリアすると、クラスタからすべてのステータスインジケータが削除されます。 重複修
正タスクと重複確認タスクで確認者のステータスをクリアできます。

• クラスタ内の優先レコードを承認する。
レコードを承認すると、クラスタ内の現在の優先レコードに同意することが示されます。 重複確認タ
スクで優先レコードを承認できます。

• クラスタ内の優先レコードを拒否する。
レコードを承認すると、クラスタ内の現在の優先レコードに同意しないことが示されます。 重複確認
タスクで優先レコードを拒否できます。

6. クラスタをタスクに保存します。 
タスク内のすべてのクラスタを確認したら、タスクのステータスを更新します。 このタスクのステータスは、
ワークフローの次のステージに向けてクラスタのレコードの準備ができたことを示します。

複数のクラスタでのレコードの検索
指定した 1 つ以上のデータ値が含まれるレコードを他のクラスタで検索できます。 レコードを検索するには、

［検出されたクラスタ］オプションを使用します。
現在のクラスタのレコードに一致する可能性があるレコードを他のクラスタで検索します。 組織データセット
内のビジネスエンティティと同じビジネスエンティティをレコードが表している場合、レコードを同じクラス
タに移動します。
1. 重複修正タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. 必要に応じて、別のクラスタを選択します。 
3. ［検出されたクラスタ］オプションを展開します。 

デフォルトでは、このオプションにクラスタデータは表示されません。
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4. ［クラスタの検索］をクリックします。 
5. 探すデータの値が入ったカラムを選択します。 
6. 検索するデータ値を入力します。 

レコードカラムに表示されるデータ値を入力するか、テキストパターンでワイルドカード文字を入力しま
す。 ワイルドカード文字には、アスタリスク（*）またはパーセント記号（%）を使用できます。

7. 必要に応じて、他のカラムのデータ値を入力します。 
8. ［検索］をクリックします。 

検索対象の値を含んだ、タスクデータ内のレコードが返されます。 複数の値を検索した場合、各値を含む
レコードが返されます。

9. 検索結果の 1 つ以上のレコードを選択し、［開く］をクリックします。 
［データ編集］タブに、選択したレコードを含んだクラスタが表示されます。

10. ［データ編集］タブでクラスタをクリックして開きます。 
11. クラスタ内のレコードを比較します。 
［データ編集］タブ内のクラスタを更新するには、［編集］をクリックします。
関連項目：
•「空のクラスタへのレコードの移動」  (ページ 38)
•「クラスタの編集 」  (ページ 34)

クラスタ間でのレコードの移動
2 つ以上のクラスタに同じエンティティを表すレコードが含まれる場合、そのレコードをクラスタ間で移動し
ます。 他のクラスタの優先レコードにデータを提供する可能性があるレコードを移動します。

［データ編集］タブでクラスタを開き、クラスタ間でレコードを移動できます。
1. 重複修正タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. 必要に応じて、別のクラスタを選択します。 
例えば、現在のクラスタのステータスが［確認済み］の場合、別のクラスタを選択します。

3. ［編集］をクリックします。 
4. 現在のクラスタ内のレコードに一致するレコードを別のクラスタ内で検索します。 

レコードを検索するには、［検出されたクラスタ］オプションを使用します。 この検索操作により、複数
のクラスタ内のレコードが返される場合があります。

5. 検索しているレコードが含まれるクラスタを開きます。 
6. クラスタ内のレコードを比較します。 
7. あるクラスタのレコードが別のクラスタのレコードとより一致する場合、レコードをそのクラスタに移動

します。 
レコードを移動するには、［レコードの移動］アイコンを使用します。

8. クラスタをタスクに保存します。 
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空のクラスタへのレコードの移動
タスク内のどのクラスタにも属していない有効なレコードを特定した場合、レコードを空のクラスタに移動し
ます。 作成したクラスタにレコードを移動します。
有効なレコードには、組織データセットに属しているビジネスエンティティに関する情報が含まれます。 レコ
ードは一意である場合や、別のクラスタのレコードと一致する場合があります。 作成したクラスタには複数の
レコードを追加できます。
1. 重複修正タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. 必要に応じて、別のクラスタを選択します。 
3. クラスタ内のレコードを調べます。 

クラスタ内の他のレコードと一致しない有効なレコードがクラスタに含まれていることを確認します。
4. ［編集］をクリックします。 
5. ［クラスタの検出］オプションを展開します。 
6. ［クラスタの作成］をクリックします。 

現在のクラスタの下に空のクラスタが表示されます。
7. クラスタに追加するレコードを選択します。 
8. レコードをクラスタに移動します。 

そのレコードが、作成したクラスタの優先レコードになります。
注: 現在のクラスタ内の［注］アイコンの横に［レコードの移動］アイコンがあります。

9. 優先レコードに一致する他のレコードを、作成したクラスタに移動します。 
関連項目：
•「複数のクラスタでのレコードの検索」  (ページ 36)
•「クラスタの編集 」  (ページ 34)

クラスタへのメモの追加
メモを追加し、クラスタに対して実行したアクションについて説明します。 このメモは［データ編集］タブと

［データ監査］タブに表示できます。
1. ［例外］ワークスペースで［データ編集］タブを開きます。 
2. クラスタを開きます。 
3. ［クラスタアクション］メニューで、［注の追加］を選択します。 

［注］ボックスが開きます。
4. ［注］ボックスにコメントを入力します。 
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重複タスクのフィルタオプション
フィルタを使用して、指定したデータ条件に一致するクラスタをタスクから取得できます。 フィルタは［デー
タ編集］タブと［データ監査］タブで定義できます。
フィルタオプションを使用して、指定したデータ値を含むまたは指定したステータスを共有するクラスタを表
示または非表示にします。 ［データ監査］タブには、クラスタの保存日と確認ステータスに基づいてクラスタ
を表示または非表示にする追加のオプションが含まれます。
各タブで複数のフィルタを適用できます。 複数のフィルタを適用した場合、すべてのフィルタ条件に一致する
レコードが返されます。

重複レコードタスクでのデータフィルタ
［データ編集］タブのフィルタを使用して、共通のデータ機能を持つクラスタのセットを特定します。 フィル

タを適用した場合、フィルタ条件に一致するクラスタのリストが表示されます。
［データ編集］タブには次のフィルタオプションがあります。

値
選択したカラムの値を持つ 1 つ以上のレコードを含むクラスタが返されます。 カラム名を選択し、値を入
力します。

ステータス
選択したステータスを表示するクラスタが返されます。
次のステータスインジケータを選択できます。
• 任意。ステータスに関係なく、タスク内のすべてのクラスタを示します。
• 承認済み。組織データを含むストレージに適した優先レコードが含まれるクラスタ。
• 拒否済み。組織データを含むストレージに適した優先レコードが含まれないクラスタ。
• 確認済み。確認したクラスタ。 このステータスは、優先レコードのステータスを示すものではありま

せん。
• 空。現在のステータスを持たないクラスタ。

重複レコードタスクでの監査証跡フィルタ
［データ監査］タブのフィルタを使用して、クラスタのメタデータに基づいてクラスタを表示または非表示にし

ます。 日付、ユーザー、ステータスでクラスタをフィルタリングできます。
［データ監査］タブには次のフィルタオプションがあります。

更新日
指定した期間にユーザーが更新したクラスタが返されます。

更新者
ユーザーが更新したクラスタが返されます。 Analyst ツールのユーザーを識別します。 ユーザーでフィル
タリングするには、ユーザー名を入力します。

ステータス
指定したステータスを含むクラスタが返されます。
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次のステータスオプションを選択することができます。
• 任意。ステータスに関係なく、タスク内のすべてのクラスタを示します。
• クラスタに移動されました。 別のクラスタに移動されたレコードを含んでいたすべてのクラスタ。
• クラスタから移動されました。 別のクラスタから移動されたレコードを含んでいるすべてのクラスタ。
• 空。現在のステータスを持たないクラスタ。

確認
指定した確認ステータスが含まれるクラスタが返されます。
次の確認オプションを選択することができます。
• すべてのクラスタ。 確認ステータスに関係なく、タスク内のすべてのクラスタ。
• 確認済み。ユーザーが確認済みとしてマークしたクラスタ。
• 承認済み。確認タスクでユーザーが承認済みとしてマークしたクラスタ。
• 拒否済み。確認タスクでユーザーが拒否済みとしてマークしたクラスタ。
• 空。現在の確認ステータスを持たないクラスタ。
• クリア済み。ユーザーがクリアした以前の確認ステータスを持つクラスタ。

重複レコードタスクでのクラスタのフィルタリング
フィルタを使用して、指定したデータ特性を共有するレコードのセットを取得します。 ［データ編集］タブで
フィルタを適用すると、フィルタ条件に一致する 1 つ以上のレコードが含まれるクラスタが表示されます。 

［データ監査］タブでフィルタを適用すると、フィルタ条件に一致するすべてのレコードが表示されます。
フィルタにより［データ編集］タブに返されるクラスタには、フィルタ条件に一致しないレコードが含まれる
場合があります。 フィルタを使用すると、条件を満たす少なくとも 1 つのレコードが含まれるクラスタが返さ
れます。
1. 重複修正タスクまたは重複確認タスクを開きます。 
2. ［データ編集］タブまたは［データ監査］タブを選択します。 
3. ［フィルタ］をクリックします。 

［フィルタ］パネルが開きます。
注: ［データ編集］タブと［データ監査］タブには、異なるフィルタオプションセットが表示されます。

4. タスクのデータに適用するフィルタ条件を選択します。 
5. ［フィルタの適用］をクリックします。 

フィルタ条件に一致するレコードが取得されます。
定義したフィルタ条件はタスクのクラスタリストの上に表示されます。

重複確認タスク
例外確認タスクでクラスタを確認するときは、前のタスクで他のユーザーが行った作業を検証します。 重複確
認タスクおよび重複修正タスクと同じ操作を実行できます。
クラスタ内のレコードを調べて、優先レコードが、クラスタ内の最も正確なバージョンのレコードであること
を確認します。 前のユーザーの決定に同意しない場合、優先レコードとクラスタステータスを更新できます。
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レコードのステータスを更新するには、［クラスタアクション］メニューオプションを使用します。 タスクに
対する作業が完了したら、［タスクアクション］メニューオプションを使用してタスクステータスを更新しま
す。
注: クラスタ内の他のレコードに、業務で維持するレコードが含まれていないことを確認します。別のクラスタ
にレコードを移動したり、クラスタを作成してレコードを保存したりできます。

重複確認タスクでの作業
各クラスタ内の優先レコードが、クラスタ内の最も正確なバージョンのレコードを表していることを確認しま
す。
1. 重複確認タスクを開きます。 

タスクのクラスタのリストが［データ編集］タブのカラムに表示されます。 デフォルトでは、最初のクラ
スタが開きます。

2. クラスタ内のレコードを調べます。 
クラスタ内のデータの最も正確なバージョンが優先レコードに入っているか確かめます。
クラスタステータスが［確認済み］であることを確認します。

3. クラスタのコンテンツまたはクラスタステータスを更新するには、［編集］をクリックします。 
優先レコードを更新するには、次のアクションを 1 つ以上実行します。
• 別のレコードから優先レコードにデータ値を昇格する。

値を昇格するには、ソースレコードのデータフィールドをクリックします。 選択した値によって、優
先レコードの同じカラムの値が置き換えられます。

• 優先レコードのデータ値を更新する。
正確なバージョンのデータが含まれているレコードがクラスタ内にない場合、優先レコードを更新しま
す。

• 現在の優先レコードをクラスタ内の別のレコードで置き換える。
優先レコードを置き換えるには、そのレコードが含まれる行で昇格ツールをクリックします。

レコードを別のクラスタに移動したり、レコードを別のクラスタからインポートしたりすることもできま
す。 クラスタ間でレコードを移動するには、［検出されたクラスタ］オプションを使用します。
クラスタのステータスを更新するには、次のいずれかのアクションを実行します。
• クラスタを確認済みとしてマークする。

クラスタを確認済みとしてマークすると、クラスタを調べたことが他のユーザーに示されます。
• クラスタ内の優先レコードを承認する。

レコードを承認すると、クラスタ内の現在の優先レコードに同意することが示されます。
• クラスタ内の優先レコードを拒否する。

レコードを承認すると、クラスタ内の現在の優先レコードに同意しないことが示されます。
• 確認者のステータスをクリアする。

ステータスをクリアすると、クラスタからすべてのステータスインジケータが削除されます。
4. クラスタに対する作業が完了したら、クラスタをタスクに保存します。 
タスク内のすべてのクラスタを確認したら、タスクのステータスを更新します。 このタスクのステータスは、
ワークフローの次のステージに向けてクラスタのレコードの準備ができたことを示します。
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重複レコードタスクのルールおよびガイドライン
データセット内の例外レコードを確認して更新するプロセスは共同プロセスです。 前のタスクで別のユーザー
が分析したクラスタに対して、作業を行うことができます。 また、タスクの完了時に、作業したクラスタを別
のユーザーに渡すこともできます。 各ユーザーは、他のユーザーの作業を確認および更新できます。
重複レコードタスクの作業を行うときは、次に挙げるルールおよびガイドラインを考慮してください。
• クラスタは、類似するまたは同一のデータ値を共有する、データベーステーブル内のレコードのセットで

す。 レコードをクラスタにソート処理する条件を開発者が定義します。 レコードが現在のクラスタに属し
ていないと思われる場合、［検出されたクラスタ］オプションを使用して正しいクラスタを探します。 現在
のクラスタに属しているレコードが別のクラスタに含まれていると思われる場合、［検出されたクラスタ］
オプションを使用して正しいクラスタを探します。

• クラスタに対する作業を行うときに、優先レコードを使用して、クラスタで表される最も正確なバージョン
のビジネスエンティティを定義します。 優先レコードは必ずしもレコードの最終バージョンである必要は
ありません。 タスクが完了したら、別のユーザーまたは別のデータ処理がクラスタに対する作業を実行す
る場合があります。
優先レコードを更新するときに、クラスタ内のレコードの優先フォームを表す、例外データベース内のレコ
ードを更新します。 クラスタ内のソースデータベースは更新しません。

• クラスタのステータスを設定したら、クラスタを確認したことを示すことができます。 この確認ステータ
スは、クラスタ内の優先レコードの正確性やデータ品質を説明するものではありません。
ベストプラクティスとして、調べたすべてのクラスタを確認済みとしてマークすることをお勧めします。 
ダウンストリームタスクのユーザーは、別のユーザーがクラスタを調べたことをこのステータスで確認でき
ます。 レコード内のデータを更新するときは、レコードに対する別のステータスインジケータの有無に関
係なく、レコードを確認済みとしてマークします。

• 監査証跡には、優先レコードにユーザーが加えたすべての変更が保存されます。 監査証跡に、クラスタデ
ータの変更は保存されません。

• 作業したデータは、データの修正タスクやデータの確認タスクに渡すことができます。 例えば、ワークフ
ロー内のヒューマンタスクを設定する開発者は、複数の例外修正タスクを順番に指定することができます。 
開発者は重複修正タスクと共に重複確認タスクを実行することができます。
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第  4  章

タスク管理
この章では、以下の項目について説明します。
• タスク管理の概要, 43 ページ
• タスク実行者の操作, 43 ページ
• ビジネス管理者の操作, 45 ページ
• タスクデータのエクスポート, 48 ページ

タスク管理の概要
ワークフローのヒューマンタスクの設定を担当する開発者は、タスクデータを操作できるユーザーを指名しま
す。 Analyst ツールにログインすると、［開始］ワークスペースに、ワークフローによってログインユーザーに
割り当てられているタスクインスタンスが一覧表示されます。 ユーザーはタスクの実行者またはビジネス管理
者としてタスクを操作できます。
タスク実行者は、タスク内のレコードおよびステータスインジケータを更新できます。 ビジネス管理者は、タ
スク実行者と同じ操作を実行できます。 それに加えて、タスクの別ユーザーへの再割り当てやワークフロー内
の次のステージへのタスクの移動を実行することもできます。
ワークフローでは、ユーザーに、タスクごとに異なるロールを割り当てることができます。 ユーザーは、1 つ
のワークフロー内の異なるタスクで、タスク実行者になることもあればビジネス管理者になることもあります。

タスク実行者の操作
ワークフロー開発者は、ヒューマンタスクのインスタンスに対する作業を実行できるタスク実行者を選択しま
す。 自分が操作権限を保有しているタスクインスタンスの一覧を表示するには、［マイタスク］ビューを開き
ます。

［マイタスク］ビューでは、次の操作を実行できます。
タスクの内容を確認する

タスク内のレコードまたはクラスタを確認します。 タスクの内容は、［例外］ワークスペースに表示され
ます。

タスクを開く
タスクを開いてレコードを確認および編集します。タスクを開いたユーザーが、そのタスクの所有者にな
ります。 その他のタスク実行者がそのタスクを開くことはできません。
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タスクの解放
自分が所有しているタスクを解放します。 解放されたタスクは、ビジネス管理者が新しい所有者を割り当
てるか、別のユーザーがそのタスクを開くまで、所有者なしのままになります。
タスクはいつでも解放できます。 タスクを解放するためにそのタスクに対する操作を完了する必要はあり
ません。

次の画像は、［開始］ワークスペースの［マイタスク］ビューを示しています。

タスクを実行するには、次の 2 つの方法があります。
1. ［タスクメニュー］アイコン。
2. ［タスクメニュー］オプション。
一度に複数のタスクに対して、表示、開く、解放の各操作を実行できます。

タスクの表示
タスクを表示すると、読み取り専用モードでタスクが開きます。 タスク実行者は、所有者のいないタスクの内
容を表示できます。 ビジネス管理者は、［タスク管理］ビューの任意のタスクの内容を表示できます。
一度に複数のタスクを読み取り専用モードで開くことができます。 各タスクは、［例外］ワークスペースで別
々のタブに開きます。 タスクチェックボックスを使用してタスクを選択します。
1. ［開始］ワークスペースで、［マイタスク］ビューを開きます。 
2. 1 つ以上のタスクを選択します。 

注: タスク名をクリックしないでください。 タスク名をクリックすると、タスクを開いて、タスクの所有
権を要求することになります。

3. ［タスク］メニューから［表示］を選択します。 
選択したタスクが、［例外］ワークスペースに開きます。

タスクを開く
タスクデータを操作するためにタスクを開きます。 タスクを開いて、タスクの所有権を要求します。 あなたが
所有しているタスクを別のタスク実行者が編集することはできません。
一度に複数のタスクを開くことができます。 各タスクは、［例外］ワークスペースで別々のタブに開きます。 
タスクチェックボックスを使用してタスクを選択します。
1. ［開始］ワークスペースで、［マイタスク］ビューを開きます。 
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2. 1 つのタスクを開く場合は、タスク名をクリックします。 
または、1 つ以上のタスクを選択します。

3. ［タスク］メニューから［開く］を選択します。 
選択したタスクが、［例外］ワークスペースに開きます。

タスクの解放
タスクを解放すると、そのタスクの所有者ではなくなります。 別のユーザーがそのタスクの所有権を要求でき
るようになります。または、ビジネス管理者がそのタスクを別のユーザーに割り当てることができるようにな
ります。 タスクには、タスクデータに対して実行された操作がすべて保存されます。
一度に複数のタスクを解放できます。 タスクチェックボックスを使用してタスクを選択します。 ビジネス管理
者は、［タスク管理］ビューで任意のタスクを解放できます。
1. ［開始］ワークスペースで、［マイタスク］ビューを開きます。 
2. 1 つ以上のタスクを選択します。 
3. ［タスク］メニューから［タスクの解放］を選択します。 

Analyst ツールによってタスクの一覧が更新され、当該タスクが所有者なしの状態になったことが示され
ます。

ビジネス管理者の操作
ワークフロー開発者から、ワークフローが生成するタスクインスタンスのビジネス管理者として指名を受ける
可能性があります。 自分が管理者となっているタスクインスタンスの一覧を表示するには、［タスク管理］ビ
ューを開きます。
ビジネス管理者は、タスクのユーザーへの割り当て、ユーザーが実行する操作の表示、ワークフローの次のス
テージへのタスクの移動を実行できます。 また、タスク実行者と同じように、タスクの所有権の要求やタスク
データの更新を実行することもできます。 ［タスク管理］ビューでは、タスク管理者が管理および所有してい
るタスクの一覧が表示されます。

［タスク管理］ビューでは、次の操作を実行できます。
タスクを表示するか、自分が所有しているタスクを開く

任意のタスクのデータを表示したり、自分が所有しているタスクを開きます。 所有者のいないタスクの所
有権を取得します。

一度に複数のタスクを完了する
選択したタスクと同じヒューマンタスクを親に持つすべてのタスクを完了します。 タスクが完了すると、
タスクデータがワークフローの次のステージに移動します。

タスクを再割り当てする
あるユーザーから別のユーザーにタスクを再割り当てまたは委任します。例えば、現在のユーザーがスケ
ジュールどおりにタスクを完了できない場合は、タスクを再割り当てします。

タスクを解放する
管理するタスクを解放します。解放したタスクには、所有者を割り当てるか別のユーザーがタスクを開く
まで、所有者がありません。
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ユーザーがタスクで実行した操作を確認する
タスクサマリーデータを使用して、タスクでのユーザー作業の進行速度を測定します。

共通の親タスクを持つタスクの一覧を表示する
選択したタスクと同じヒューマンタスクを親に持つタスクの一覧を表示します。

一度に複数のタスクを表示および再割り当てできます。

ユーザーへのタスクの割り当て
所有者のいないタスクを割り当てたり、現在のユーザーがタスクを完了できない場合に別のユーザーまたはグ
ループにタスクを割り当てます。
一度に複数のタスクを割り当てることができます。 タスクチェックボックスを使用してタスクを選択します。
1. ［タスク管理］ビューを開きます。 
2. タスクリストから 1 つ以上のタスクを選択します。 
3. ［タスク］メニューから［タスクの再割り当て］を選択します。 
4. ユーザーまたはグループの名前を選択します。 

フィルタを使用してユーザーまたはグループを検索します。
5. 必要に応じて、コメントを入力します。 
6. ［割り当て］をクリックします。 

［タスク管理］ビューでレコードが更新され、選択したタスク所有者が表示されます。

ヒューマンタスクでのタスクインスタンスのリストの表示
ワークフローが特定のヒューマンタスク用に生成したタスクインスタンスのリストを表示できます。
注: タスクインスタンスのリストを確認する際に、［OK］をクリックしないでください。 ［OK］をクリックす
ると、タスクによって指定されたデータがワークフローの次のステージに移動します。
1. ［タスク管理］ビューを開きます。 
2. タスクリストからタスクを選択します。 
3. ［タスク］メニューから［リンクされたタスクの完了］を選択します。 
4. タスクのリストを確認します。 

タスクリストには、タスクごとに次の情報が表示されます。
• タスク ID。

ヒューマンタスク内のタスクインスタンスの一意の ID です。
• タスクのタイトル。

［タスク管理］ビューに表示されるタスクの名前です。
• タスクのタイプ。

ヒューマンタスクが生成したタスクのタイプです。 タスクのタイプとして、例外修正タスク、例外確
認タスク、重複修正タスク、重複確認タスクがあります。

• タスクの所有者
タスクを所有しているユーザーの名前です。

• 期限
ユーザーがタスクを完了しなければならない期日です。

• ステータス
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タスクの所有権のステータスです。 ユーザーがタスクの所有権を要求する前は、タスクのステータス
は［作成済み］になっています。 ユーザーがタスクの所有権を要求するか、ユーザーにタスクが割り
当てられると、タスクのステータスは［割り当て済み］になります。

• 作成日。
タスクを作成したワークフローが実行された日付です。

5. ［キャンセル］をクリックします。 

タスクサマリデータ
［例外］ワークスペースで表示するか開いた任意のタスクについて、サマリデータを読み取ることができます。 

サマリーデータを使用すると、タスクでのユーザー作業の進行状況を測定できます。
重複レコードタスクには、タスク内のクラスタ数および確認されているクラスタの数が表示されます。 例外レ
コードタスクには、タスク内のレコード数およびステータスインジケータを含むレコードの数が表示されます。
次の画像は、例外レコードタスクのサマリデータを示しています。

タスクには、次のサマリデータ値が格納されています。
1. ユーザーが確認したレコード数およびタスク内の合計レコード数。
2. ビジネスデータとして格納する有効なレコードとしてユーザーが承認したレコードの数。
3. 詳細な分析対象としてユーザーが選択したレコードの数。
4. ビジネスデータとして格納しない無効なレコードとしてユーザーが拒否したレコードの数。

タスク内のユーザー作業の進行状況の確認
タスクでのユーザー作業の進行状況を測定するには、サマリデータを確認します。
1. ［開始］ワークスペースで、［タスク管理］ビューを開きます。 
2. タスクを選択します。 

［例外］ワークスペースにタスクが開きます。
3. タスクのサマリデータを確認します。 
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複数タスクの完了
1 つのヒューマンタスクから生成されたすべてのタスクインスタンスを識別して、それらのタスクインスタン
スを 1 回の操作で完了できます。
特定のヒューマンタスクのすべてのタスクインスタンスが完了すると、各タスクのレコードが、ワークフロー
の次のステージに移動します。 Analyst ツールにより、タスクを操作したユーザーからタスクが削除されま
す。 タスクの完了時に、レコードデータやステータスデータを更新する必要はありません。
次のような場合に、タスクを完了します。
• ワークフローに失敗し、ワークフローを再度実行する場合。
• ユーザーがタスクインスタンスを時間どおりに終了できない場合。

複数タスクの完了
特定のヒューマンタスクのすべてのタスクインスタンスを完了するには、そのヒューマンタスクから任意のタ
スクインスタンスを選択します。
1. ［タスク管理］ビューを開きます。 
2. タスクリストからタスクを選択します。 
3. ［タスク］メニューから［リンクされたタスクの完了］を選択します。 

［リンクされたタスクの完了］ダイアログボックスに、選択したタスクと同じヒューマンタスクから生成さ
れたタスクインスタンスのリストが表示されます。

4. 必要に応じて、コメントを入力します。 
5. ［OK］をクリックします。 

タスクが完了します。 タスクデータがワークフローの次のステージに移動します。
タスク完了後に受信トレイを開くと、タスクリストへの変更が受信トレイに表示されないことがあります。現
在のタスクのリストを受信トレイで表示するには、受信トレイを更新します。

タスクデータのエクスポート
タスクインスタンスから区切りファイルにデータをエクスポートできます。 データをエクスポートすると、デ
ータの現在の状態を他のユーザーと共有できます。
タスクをエクスポートすると、レコードデータ、ステータスインジケータデータ、およびワークフロー識別子
の値がエクスポートされます。 エクスポート操作を実行すると、ステータスインジケータデータおよびワーク
フロー識別子の値のためのカラムが追加されます。 監査証跡データは、エクスポート操作の対象から除外され
ます。
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例外タスクのメタデータ
例外修正タスクまたは例外確認タスクからデータをエクスポートすると、すべてのタスクデータとメタデータ
がエクスポートされます。 エクスポート操作を実行すると、区切りファイルの先頭にメタデータカラムが追加
されます。 エクスポート操作により、例外修正タスク用と例外確認タスク用に同じカラムが作成されます。
次の表では、タスクデータとともにエクスポートするメタデータカラムについて説明します。

カラム名 説明
ROW_IDENTIFIER データベーステーブル内のレコード行の数。
REVIEW_STATUS レコードの現在の確認ステータスです。

レコードの確認ステータス値は、以下のいずれかになります。
- NULL:ユーザーが確認ステータスを更新しませんでした。
- REVIEWED:ユーザーがレコードを確認しました。
- REJECTED:ユーザーがレコードを拒否しました。
- ACCEPTED:ユーザーがレコードを承認しました。

WORKFLOW_ID タスクインスタンスを生成したワークフローの識別子。
USER_COMMENT ユーザーが Analyst ツールでレコードに追加した最新のメモ。
UPDATED_STATUS レコードデータの現在のステータス。

レコードのステータス値は、以下のいずれかになります。
- UPDATED:ユーザーがレコードを更新しました。
- ACCEPTED:ユーザーがレコードを有効として承認しました。
- REJECTED:ユーザーがレコードを無効として拒否しました。
- REPROCESS:ユーザーが、レコードに別のユーザーまたは別のデータ処理による詳

細な分析が必要であることを示しました。
- NULL:ユーザーがレコードステータスを更新しませんでした。

RECORD_STATUS ワークフローで設定するレコードのステータス。ワークフローは、例外データテーブ
ルにレコードを書き込むとき、ステータス値を設定します。 デフォルトのステータス
は INVALID です。

重複タスクのメタデータ
重複修正タスクまたは重複確認タスクからデータをエクスポートすると、すべてのタスクデータとメタデータ
がエクスポートされます。 エクスポート操作を実行すると、区切りファイルの先頭にメタデータカラムが追加
されます。 エクスポート操作により、重複修正タスク用と重複確認タスク用に同じカラムが作成されます。
次の表では、タスクデータとともにエクスポートするメタデータカラムについて説明します。

カラム名 説明
ROW_IDENTIFIER データベーステーブル内のレコード行の数。
SEQUENTIAL_CLUSTER_ID データベーステーブル内のクラスタに対する識別子の値です。 ワークフロー

は、この値を使用してデータベース内のクラスタ行をソートします。
CLUSTER_ID レコードが属するクラスタを識別する値です。
MATCH_SCORE クラスタ内の 2 つのレコードがどの程度似ているかを示す値です。 スコアは、

0 と 1 の間の小数値です。
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カラム名 説明
IS_MASTER テーブル内の優先レコードを識別する値です。 優先レコードの場合は Y、そ

の他のレコードの場合は N です。
UPDATED_STATUS クラスタ内のレコードの更新ステータスです。

レコードのステータス値は、以下のいずれかになります。
- UPDATED:ユーザーがレコードを更新しました。

ユーザーは、クラスタ内の優先レコードを更新できます。
- NULL:ユーザーがレコードを更新しませんでした。
- EXTRACTED:ユーザーが元のクラスタからレコードを移動しました。

USER_COMMENT ユーザーが Analyst ツールでクラスタに追加した最新のメモ。
REVIEW_STATUS クラスタの現在の確認ステータスです。

クラスタの確認ステータス値は、以下のいずれかになります。
- NULL: ユーザーが確認ステータスを更新しませんでした。
- REVIEWED: ユーザーが、レコードが格納されているクラスタを確認しまし

た。
- REJECTED: ユーザーが、レコードが格納されているクラスタを拒否しまし

た。
- ACCEPTED: ユーザーが、レコードが格納されているクラスタを承認しまし

た。
WORKFLOW_ID タスクインスタンスを生成したワークフローの識別子。

タスクデータのエクスポート
タスクデータを区切りファイルにエクスポートします。
1. タスクを開きます。 
2. ［タスクアクション］メニューから、［データのエクスポート］を選択します。 

［エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。
3. 必要に応じて、エクスポートファイル名を変更します。 

デフォルトでは、ファイル名はタスク名と同じです。
4. カラム名をエクスポートデータの最初の行としてエクスポートするオプションを選択またはクリアします。 
5. ［エクスポート］をクリックします。 
Analyst ツールによって、データがディレクトリ構造にエクスポートされます。
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